




























-機械工作実習は、 2年の後期(夏休み中)に、約100人を3グ、ルー フ。に分け、 1グループ1週間
(5日間)通しで、言十3週間行われている。
・実習指導は、教職員、 TAを含め 10人程度で行っている。
－35－
実習内容は、スターリ Jグエンジンの製作 (2人1組)、自動車エンジンの分解、組み立て等である.
• ~rJ枠で安全講習は行っていない。 (機械製作実習時に一緒に行う)
・機械製作実習の履修者のみが、工作機械を使用できる。(使用する学生は少なくなってきている)
→桂キャンパスの桂ものづくり工房ではライセンス制 (半日受講)をとっている.
・予算は、機被系の3専攻の各研究室から一律、数万円拠出して貰っており、総額250万円程度である.
→消耗品や材料の購入に充てている。(工具の占める割合が大きい)
-実習においては教員との連携を密にしている.
→教員と技術職員とでワーキンググループを立ち上げ綿密な打ち合わせを行い、それまでのパイス
製作からスターリングエンジン製作へと変更を行った。
・技術の研鎖については、加工系の学会、講習会等に参加している。
機械工作室では出来ない加工があれば、製作所の紹介を行っている.
・般備購入は、研究楳長の裁量経費で行う.
・工作室の課題は、要員の確保である。
旋盤の飛散防護衝立
5 最後に
スターリングエンジン
京大工作室では、加工依頼に対して、商い意識で望んでいることが感じられた。
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